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いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョンについて 

 

１ 連携中枢都市圏の形成 

(1)  背景 

 日本の人口は，過去に類を見ない勢いで急激に減少すると見込まれており，その結果

コミュニティ機能の低下や生活基盤の維持が困難になるなどの問題が深刻化することが

懸念されている。 

 国では，地域において，相当の規模と中核性を備える圏域の中心都市が近隣の市町村

と連携することで，生活関連機能サービスの向上に取り組み，社会経済を維持するため

の拠点を形成する連携中枢都市圏構想を制定した。 

県央地域９市町村においては，これまでの広域連携の取組を一層深化させ，広い視野

に立った効果的な施策を展開していくため，連携中枢都市圏を形成していくこととした。 

 

(2)  連携中枢都市圏の名称 

   いばらき県央地域連携中枢都市圏 

 

 (3)  連携中枢都市圏を構成する市町村と人口 

（R4.4.1 現在常住人口） 

連携中枢都市 水戸市 269,654 人 

連携市町村 笠間市 72,259 人 

 ひたちなか市 155,114 人 

 那珂市 53,121 人 

 小美玉市 47,658 人 

 茨城町 30,632 人 

 大洗町 15,223 人 

 城里町 17,666 人 

 東海村 37,799 人 

計５市３町１村，９市町村 圏域人口 699,126 人 

 

２ いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョン 

  いばらき県央地域連携中枢都市圏ビジョンは，連携中枢都市圏構想に基づき，将来像の

実現に向けて，連携して推進していく具体的な取組を定めるものである。 

 

(1) 本ビジョンの計画期間 

   2022（令和４）年度から 2026（令和８）年度までの５年 

 

(2) 圏域において取り組むべき重要なテーマ 

 

    

 

資料３ 

移住・定住の促進 関係人口の拡大の推進 茨城空港・茨城港等の機能の活用 

デジタル化の推進 ＳＤＧｓの推進 カーボンニュートラルの推進 
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(3) 将来像の実施に向けた具体的な取組 

将来像 基本的方向 具体的な取組 

自然と歴史，芸術

と科学が織りなす

未来  

～ 世界につなが

るいばらきど真ん

中 ～ 

圏域産業を強化

し，安心して働け

る雇用環境をつ

くる 

１ 事業者の経営力強化事業 

２ 先進的農業実践人材の育成事業 

３ 地場産品の販路拡大とブランディング事業 

４ 戦略的観光プロモーション事業 

５ 誘客と観光消費促進事業 

人やモノが集ま

る魅力をつくる 

６ 周産期医療提供体制の維持・確保事業 

７ 医師確保事業 

８ 広域的公共交通ネットワーク構築事業 

９ 広域的公共交通の利用促進事業 

10 大学との連携推進事業 

11 ＩＣＴによるまちづくり推進事業 

あらゆる世代が

暮らしやすい環

境をつくる 

12 救急医療情報等発信事業 

13 初期救急医療提供体制維持・確保事業 

14 看護師等確保事業 

15 未来の医療人材育成事業 

16 ＩＣＴを活用した健康づくり事業 

17 成年後見制度利用促進事業 

18 芸術・文化教育の推進事業 

19 プロスポーツ等による地域活性化事業 

20 公の施設の広域利用促進事業 

21 合同就職説明会・相談会開催事業 

22 災害対策連携事業 

23 温室効果ガス排出削減啓発事業 

24 環境啓発イベント相互参加促進事業 

25 公共交通の維持・確保事業 

26 移住・定住促進事業 

27 地域おこし協力隊活動の活性化と広域展開事業 

28 婚活支援事業 

29 職員人材育成事業 

30 ＳＤＧｓの取組に係る連携事業 
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３ ＩＣＴを活用した健康づくり事業 

(1)  事業概要 

ＩＣＴの活用を含め，健康づくりの充実に向けた市町村の協議や調査・研究を行うと

ともに，推進協議会を設立し，社会実験を行うなど，健康づくりに資する取組を実施す

る。 

 

 (2)  連携の効果 

施策の対象となる人口が多くなることで企業や大学等の協力が得やすくなり，魅力あ

る新しい健康づくりプロジェクトが実施されることで，住民の健康づくりが図られる。 

 

(3)  概算事業費 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度 Ｒ８年度 総額 

860 千円 560 千円 560 千円 560 千円 560 千円 3,100 千円 

 

(4)  連携体制 

  ア  水戸市の役割 

     健康づくりの充実に向けた市町村協議，調査・研究，官民連携による協議会の設立

などの健康づくり事業を実施する。 

  イ 連携市町村の役割 

健康づくりの充実に向けた市町村協議に参加するとともに，健康づくり事業の実施

に協力する。 

 

(5)  令和４年度の取組 

   ・健康づくりに関するアンケート調査の実施（8月 16 日～9月 15 日） 

   ・茨城県央地域ウエルネス推進協議会の設立 

 

  【成果指標（ＫＰＩ）】 

成果指標（ＫＰＩ） 現状値（調査時点） 目標値（2026 年度） 

健康づくりに係る社会実験

の取組件数 
― ２件 

 


